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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第１期
第３四半期
連結累計期間

第２期
第３四半期
連結累計期間

第１期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (百万円) 33,156 31,137 43,575

経常利益 (百万円) 3,932 3,103 4,543

四半期(当期)純利益 (百万円) 4,343 1,922 4,573

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 4,324 1,882 4,565

純資産額 (百万円) 40,860 42,056 41,101

総資産額 (百万円) 68,088 66,277 65,983

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 304.51 134.82 320.64

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 60.0 63.5 62.3

　

回次
第１期
第３四半期
連結会計期間

第２期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 74.95 42.87

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済環境は、震災復興需要等に下支えられた緩やかな回

復の兆しが見られたものの、欧州債務危機の長期化や新興国の景気減速等による世界景気の下振れ懸念、

近隣国との関係悪化による影響等不安定な状況が続き、依然として先行き不透明な状況が続いておりま

す。

当社グループが事業を展開しております遊技業界においては、パチスロ人気は引き続き好調に推移い

たしましたが、低玉貸し営業の普及による４円パチンコの低迷や遊技参加人口の減少により、パチンコ

ホールの経営環境は依然として厳しい状況が続いております。

このような状況の中、堅調な人気に下支えされたパチスロ機の入替投資をはじめ、更なる省力化・店内

環境の改善・遊技ファンの利便性向上に向けた「各台計数システム」の導入等、収益力・集客力の向上

に貢献し得る商品・サービスへの積極的な投資が続き、競合各社による競争は更に熾烈なものになって

おります。

当社グループは、全力をあげて販売活動を行った結果、日本ゲームカード株式会社の主力商品であり、

市場から高い評価を受けております「Ｂ∞ＬＥＸ（ビーレックス）」、特にパチンコ向けカードユニッ

トの各台計数タイプやパチスロ向けメダル貸機の販売が引き続き堅調に推移し、機器売上高、カード収入

高が当初計画を上回りました。平成24年11月には、各台計数機能付きパチスロ向け新メダル貸機「Ｂ∞Ｌ

ＥＸ　ＭＣα（ビーレックス　エムシー　アルファ）」を発売し、今後拡大が予想されるパチスロ向け各台

計数システムの需要に応えられるよう、商品ラインアップの更なる充実化を図っております。また、当初

計画していた開発投資の一部が第４四半期にずれ込んだことから、当第３四半期連結累計期間の研究開

発費が当初計画に比べて減少したため、結果として、利益面では当初計画を大きく上回ることになりまし

た。

以上により、当第３四半期連結累計期間における売上高は31,137百万円（前年同四半期比6.1％減）、

営業利益は3,108百万円（同20.2％減）、経常利益は3,103百万円（同21.1％減）、四半期純利益は1,922

百万円（同55.7％減）となりました。

なお、前第３四半期連結累計期間の四半期純利益には、当社設立による経営統合に伴う負ののれん発生

益1,855百万円（特別利益）が含まれております。
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販売品目別の業績概況は、次のとおりであります。

機器売上高は、18,016百万円（前年同四半期比9.7％減）となりました。

カード収入高は、4,271百万円（同3.2％増）となりました。

システム使用料収入は、8,504百万円（同2.2％減）となりました。

その他の収入は、344百万円（同8.4％減）となりました。

　
(2) 財政状態の分析

(資産)

当第３四半期連結会計期間末の総資産は66,277百万円となり、前連結会計年度末と比較し294百万円増

加いたしました。

これは主に、受取手形及び売掛金が1,025百万円、リース投資資産が632百万円、有価証券が499百万円増

加した一方で、現金及び預金が1,055百万円、無形固定資産が875百万円減少したことによるものでありま

す。

(負債)

負債合計は24,221百万円となり、前連結会計年度末と比較し660百万円減少いたしました。

これは主に、支払手形及び買掛金が584百万円増加した一方で、未払法人税等が210百万円、カード未精

算勘定が376百万円、流動負債のその他（主に未払金）が352百万円、リース債務が162百万円減少したこ

とによるものであります。

(純資産)

純資産合計は42,056百万円となり、前連結会計年度末と比較し954百万円増加いたしました。

主な増加要因は、利益剰余金995百万円の増加によるものであります。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　
(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は1,692百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,263,000 14,263,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は100株
であります。

計 14,263,000 14,263,000― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年12月31日 ― 14,263,000 ― 5,500 ― 2,000

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ─

議決権制限株式(その他) ― ― ─

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 100

― ─

完全議決権株式(その他)
普通株式

14,262,000
142,620 ─

単元未満株式
普通株式

900
― ─

発行済株式総数 14,263,000― ―

総株主の議決権 ― 142,620 ―

(注) １．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が300株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数３個が含まれております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、自己株式が21株含まれております。

　　 ３．当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日(平成24年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

　

② 【自己株式等】

平成24年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ゲームカード・ジョイコ
ホールディングス

東京都千代田区一番町
16番地

100 ― 100 0.00

計 ― 100 ― 100 0.00

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりでありま

す。

　

   役職の異動

　

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

代表取締役会長兼社長 取締役会長 石橋　保彦 平成24年10月１日

取締役 代表取締役社長 山田　明 平成24年10月１日
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年10月１日

から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,849 11,794

受取手形及び売掛金 ※2
 5,850

※2
 6,876

営業未収入金 1,613 1,675

リース投資資産 7,421 8,053

有価証券 11,999 12,499

発行保証金信託 5,003 5,245

商品及び製品 4,532 4,152

原材料及び貯蔵品 730 1,103

その他 1,075 1,170

貸倒引当金 △21 △17

流動資産合計 51,055 52,553

固定資産

有形固定資産 2,369 2,172

無形固定資産

のれん 2,038 1,744

その他 2,598 2,017

無形固定資産合計 4,636 3,761

投資その他の資産

その他 8,297 8,152

貸倒引当金 △375 △361

投資その他の資産合計 7,921 7,790

固定資産合計 14,928 13,724

資産合計 65,983 66,277

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,423 5,007

営業未払金 45 44

未払法人税等 703 492

引当金 342 280

カード未精算勘定 3,308 2,931

その他 5,081 4,728

流動負債合計 13,905 13,484

固定負債

引当金 385 419

リース債務 7,166 7,004

その他 3,425 3,313

固定負債合計 10,977 10,736

負債合計 24,882 24,221
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,500 5,500

資本剰余金 5,122 5,122

利益剰余金 30,427 31,423

自己株式 △0 △0

株主資本合計 41,050 42,046

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 50 9

その他の包括利益累計額合計 50 9

純資産合計 41,101 42,056

負債純資産合計 65,983 66,277
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

売上高 33,156 31,137

売上原価 23,337 21,532

売上総利益 9,818 9,604

販売費及び一般管理費 5,923 6,496

営業利益 3,895 3,108

営業外収益

受取利息 32 40

受取配当金 15 15

貸倒引当金戻入額 50 23

その他 81 51

営業外収益合計 180 130

営業外費用

支払利息 86 72

支払保証料 40 37

その他 17 25

営業外費用合計 143 135

経常利益 3,932 3,103

特別利益

負ののれん発生益 1,855 －

災害損失引当金戻入額 103 －

特別利益合計 1,959 －

特別損失

災害による損失 36 －

会員権評価損 － 4

その他 14 －

特別損失合計 51 4

税金等調整前四半期純利益 5,840 3,098

法人税等 1,497 1,175

少数株主損益調整前四半期純利益 4,343 1,922

四半期純利益 4,343 1,922
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 4,343 1,922

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △18 △40

その他の包括利益合計 △18 △40

四半期包括利益 4,324 1,882

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,324 1,882
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【会計方針の変更等】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した

有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これにより、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利

益はそれぞれ２百万円増加しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

税金費用の計算 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前

四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　１．加盟店のリース契約に伴う債務に対して次のとおり引取保証を行っております。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

加盟店507店舗 6,253百万円 加盟店524店舗 6,189百万円

　

※２．四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

受取手形 26百万円 16百万円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれ

んの償却額は、次のとおりであります。

　

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

減価償却費 1,704百万円 1,689百万円

のれんの償却額 293百万円 293百万円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月23日
定時株主総会
（注）

日本ゲーム
カード㈱
普通株式

285 2,500平成23年３月31日 平成23年６月24日 利益剰余金

平成23年６月23日
定時株主総会
（注）

㈱ジョイコ
システムズ
普通株式

45 800平成23年３月31日 平成23年６月24日 利益剰余金

平成23年11月25日
取締役会

普通株式 356 25平成23年９月30日 平成23年12月５日 利益剰余金

（注）当社は平成23年４月１日に株式移転により設立された共同持株会社であるため、配当金の支払額は上記の完全子

会社の定時株主総会において決議された金額であります。

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

当社は平成23年４月１日に日本ゲームカード株式会社と株式会社ジョイコシステムズが経営統合し両

社を完全子会社とする共同持株会社として設立されました。この結果、当第３四半期連結会計期間末にお

いて資本金は5,500百万円、資本剰余金は5,122百万円、利益剰余金は30,197百万円、自己株式は△0百万円

となっております。

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日
定時株主総会

普通株式 499 35平成24年３月31日 平成24年６月27日 利益剰余金

平成24年11月２日
取締役会

普通株式 427 30平成24年９月30日 平成24年12月３日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)及び当第３四半期連結累計

期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

当社グループの報告セグメントは、パチンコプリペイドカードシステム関連事業の単一セグメント

であるため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 304円51銭 134円82銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(百万円) 4,343 1,922

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 4,343 1,922

普通株式の期中平均株式数(株) 14,262,943 14,262,883

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第２期(平成24年４月１日から平成25年３月31日まで)中間配当について、平成24年11月２日開催の取締

役会において、平成24年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決

議いたしました。

①  配当金の総額                                  427百万円

②  １株当たりの金額                               30円00銭

③  支払請求権の効力発生日及び支払開始日   平成24年12月３日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年２月13日

株式会社ゲームカード・ジョイコホールディングス

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    布 施 木　　孝　　叔    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    入　　江　　秀　　雄    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社ゲームカード・ジョイコホールディングスの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年
度の第３四半期連結会計期間(平成24年10月１日から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間
(平成24年４月１日から平成24年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照
表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ゲームカード・ジョイコホールディ
ングス及び連結子会社の平成24年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期
間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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